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１.研究の背景と目的 

家の中でお気に入りの場所と言われれば、ロフトベッ

ドの下や布団の中、キッチンの細い通路、部屋の角など

に小さく座り込んでいる自分の姿が思い浮かんだ。家と

いう大きな空間の中にいるとき、自分だけの安心できる

小さな空間として壁や床との接触や囲まれる感覚を求め

ていたように思える。 
さらに照明を消した自室の中を歩いてみると、暗闇で

も慣れた空間の中では幾らか自由に移動ができる。これ

は筋覚や触覚自体が空間を記憶していて、視覚が絶たれ

た環境では筋覚や触覚に基づいて動くことができるから

ではないだろうか。このような経験から筋覚や触覚は視

覚以上の情報を得ているのではないかと考えた。しかし

ながらおとなはそれほどの情報を持ちうる筋覚や触覚に

頼らず、視覚に頼る生活を送っている。 
このような背景から、身体全体を隈なく使うこどもの

ように、おとなが触覚や筋覚に素直になれる建築をつく

ることを目的とする。 
 

２.筋覚と触覚と脳 

２-１皮膚感覚と脳 

皮膚科学研究者の傳田光洋氏は著書『皮膚感覚と人間

のこころ』において、「全身にばらまかれた感覚器が神経

になり、それが増え絡まりあって神経網になりやがてそ

の一部が脳になった。」と述べており、複雑な機能形態を

とる多細胞生物の脳も皮膚感覚由来の組織であることが

わかる。また、「脳の大きさを決める遺伝子の出現に先立

って、まず人間特有の皮膚、そして優れた触覚装置であ

る器用な手が形成された。」と述べている。人間が皮膚の

感覚や触れることにどれほど頼り、重視してきたかが伺

える。 
２-２筋覚とこころ 

同じく傳田光洋氏は著書『第三の脳』で皮膚感覚をあ

る程度遮断する実験の例を出し、体性感覚について述べ

ている。姿勢を保つための骨や筋肉が感じる感覚と皮膚

感覚という体性感覚が、自我の形成に重要な役割を果た

しているらしいことを示している。 

 

３.筋覚と触覚と安心感  

３-１筋覚の分析 

筋覚の分析にあたり、立ち姿勢でも座り姿勢でもよく

動かす部位である腕と、壁の関係を取り上げることとす

る（図１）。腕を最大限に伸ばしても壁の端部に触れるこ

とができない時、触れている壁がどこまで続くのか、自

分がどこに位置しているのか把握することができず、漠

然とした不安感を感じる。次に、腕を伸ばした時に手の

ひらで壁の端部に触れる時、情報収集に長けている手の

ひらで触れるため、壁と自分の位置関係をほぼ正確に把

握出来る上、壁の情報を多く得ることができ安心感を得

られる。最後に、腕を曲げた状態で壁の端部に触れる時、

壁と自分の位置関係を把握した上で、壁の前面以外の情

報も得ることが出来る。壁の前面以外の情報を得ようと

する時、壁面に腕をそわせる状態になるため、モノを抱

え込むことから生じる安心感も得られる。 

 
図１ 壁を腕で触れる範囲と安心感 

これらの分析から、腕（筋肉）を伸ばす距離や触れる面

積の変化によって得られる安心感にも変化がうまれるこ

とがわかる。 
３-２触覚の分析 

触覚の分析には、段差に腰掛けた時に段差の蹴上げ部

分とそこに触れる脹脛の関係を取り上げることとする

（図２）。蹴上げが高く脹脛では高さが測りかねる時、段

差が果てしなく高いかもしれない上に、膝を直角以上に

曲げることができず安定感もないため不安感を感じる。

足首付近で縁に触れる時、蹴上げの高さは把握できるも

のの相変わらず膝は自由に動かせないため安心感は生ま

れない。次に、脹脛の中間付近で縁に触れる時、膝の可
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動域が広がり接触面から得られる情報が増え安心感が生

じる。最後に膝裏付近で縁に触れる時、膝を自由に曲げ

るようになり多くの情報を得ると同時に、膝を大きく曲

げることでスラブに体を固定することもできるようにな

り、大きな安心感を感じる。 

図２ 脹脛が蹴上げに触れる面積と安心感 

これらの分析から、膝（筋肉）を動かせる範囲や皮膚の

接触面の大きさもまた安心感を生む材料になることがわ

かる。 
３-３前ならえ 

小学校の全校集会で使用され

る「前ならえ」を用いた３つの

場面から人の密度と筋覚の関係

を分析する。ⅰ）のように通常

の整列では前後の人と腕一本分

の感覚を開け、左右の人とは腰

に手を当てた肘までの感覚しか

開けない。この密度で起立して

いると自由に動くことができな

い不自由さから不快感を感じ

る。次に、ⅱ）のようにその場

で着席したとき、位置

関係は変化ないが着席

して体が固定されたこ

とで自分も他人もこれ

以上密着することがな

いという条件が加わり、高密度の不快感が軽減される。

最後にⅲ）のように互いに腕を広げあっても前後左右の

人と接触することがない距離感を保てれば、周囲の人と

の関係性に関らず密度による不快感は感じない。 
以上のことから、密度による不快感は姿勢という筋覚

と、腕を伸ばして接触するかどうかという触覚の２つの

要素が大きく関わっていることがわかる。 
 

４.設計提案 

４-１プログラム 

筋覚や触覚を最大限に使っている存在としてこどもが

例に挙げられる。一方でおとなは身体全体に巡る皮膚か

ら得られる感覚よりも、視覚から得られる情報に頼った

慣習的な生活をしている。そんなこどもとおとなが併存

する施設として「こどもおとな園」を提案する。こども

園とはおとながこどもに注意を払い成長を見守る立場に

置かれるが、反対にこどももまたおとなをよく観察して

成長しているものである。こどもがおとなを見て学ぶの

であれば、おとなもまたこどもから筋覚や触覚を使う生

活を学ぶことが出来るのではないだろうか。 
４-２敷地 

敷地は仙台市泉

区泉パークタウン

内の現在駐車場と

して使用されてい

る場所を選定す

る。泉パークタウ

ンは５つの住宅街

を含むまちで、教

育機関が多く置かれ子育て世代が多く住む地域である。

選定敷地は泉パークタウンの中央部に位置し、仙台市中

心部へと通じる主要道路の通る交差点沿いである。この

ことから、通勤の途中でこどもを施設に預けるのに適し

た敷地であると言える。 
４-３設計手法 

設計手法としては腕を広げた

範囲を示す円を、安心感や快適

性を測る一つの基準とし、こど

も園で起きる場面によって柱を

配置する。柱の密度によって領

域領域を分けることで室の用

途、快適性等を筋覚や触覚に頼

る建築を目指す。柱の寸法としては包み込む安心感の表

現として、こどもが抱きつきやすい直径、おとなが抱き

つきやすい直径を含む設定にし、包み込まれる安心感の

表現として柱の延長としての囲い壁を設計する。 
 

この「こどもおとな園」においては、おとなとこども

は互いの行動をよく観察し合い、言葉だけではない身体

を介した安心感のある学び合いを行うことで、相互の信

頼関係を生み出し、穏やかに過ごすことが出来るのでは

ないだろうか。 
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